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※本人の希望により氏名・住所・年齢のみ掲載しています。

深
ふかざわ

澤 泉
いずみ

 さん

(上野町・62歳)

　昭和51年に美容師となり56年に
市内に店舗を開業しました。平成
12年に岩手県美容業生活衛生同業
組合理事に就任後、支部長・副理
事長を歴任。平成27年からは理事
長を務め、現在まで40年以上にわ
たり業界に貢献してきました。東
日本大震災の際は、必要最低限の
器具を入れた｢訪問美容キット｣を

藍綬褒章【生活衛生功績】

配布するなど被災した組合員のために尽力しました。受
章について｢家族、スタッフ、先輩や仲間、お客様、誰一
人欠けても今はない。皆さんに感謝｣と語っていました。

髙橋 公
こ う き

輝 さん

(村崎野・70歳)

　昭和45年に岩手県職員となり岩
手県監査委員事務局長で退職する
までの37年間、文化財保護やま
ちづくりなどさまざまな分野に携
り地方自治の発展に貢献しました。
花巻空港管理事務所所長時代は｢全
国豊かな海づくり大会｣にご臨席さ
れた天皇陛下が帰京される際、空
港内の先導役を担当。｢緊張のあま

瑞宝小綬章【地方自治功労】

り、かけていただいたお言葉も覚えていない｣と振り返り
ました。受章について｢光栄なこと。たくさんの人たちと
関わってこられたことが私の財産です｣と語っていました。

小林 輝
て る お

夫 さん

(和賀町岩崎・71歳)

　昭和40年に北上信用金庫に入庫
し退任するまで、50年２カ月にわ
たり地域に根差した金融機関職員
として業務に貢献しました。むら
さきの・北上駅前・西和賀の支店
長を歴任し、平成19年に理事長に
就任。景気の浮き沈みの荒波を乗
り越え、仕事一筋に専念し、職員
の育成などにも尽力しました。受

旭日双光章【金融業功労】

章について｢北上信用金庫70周年の節目に国からご褒美
を頂き花を添えていただいた。お客さま、職員、家族に
感謝したい。身に余る光栄です｣と語っていました。

小
こ だ し ま

田島 良
よしゆき

幸 さん

(平沢・79歳)

　昭和35年に北上市消防団に入団
し、38年７カ月にわたり消防団
の発展に貢献しました。北上市消
防団部長・副分団長を歴任し、平
成６年からは分団長として消防業
務や団員の資質向上に努めました。
平成５年に発生した立花地区の山
林火災では、現場に到着後、ポン
プ車を適切な場所へ誘導するなど、

瑞宝単光章【消防功労】

約４時間にわたる消火活動に尽力しました。受章につい
て｢地域の人たちのおかげ。地域や消防署などたくさんの
人に恵まれました｣と当時を振り返りました。

日山 忠
ただし

 さん

(川岸・77歳)

　昭和35年に岩手県警察官となり
盛岡東警察署長で退職するまでの
42年間、県民の安全や治安維持に
貢献。常に｢市民の目線｣で働くこ
とを心掛け、県民への誠実な対応
を大事にしてきました。印象に残
るのは、刑事時代に起きた昭和46
年の飛行機墜落事故。まるで戦場
のようだったという現場に駆けつ

瑞宝小綬章【警察功労】

け、検視班として遺体の検視に携りました。受章につい
て｢自分一人だけの章ではなく支えてくれた皆さんのおか
げ。皆さんに感謝したい｣とにこやかに語っていました。

髙橋 祥
よしもと

元 さん

(上江釣子・78歳)

　昭和56年に江釣子ショッピング
センター(SC)パルを設立し、理事
長を37年間、平成17年からは日本
SC協会副会長も務めています。市
内外からの誘客に力を入れ市の商
業発展に貢献しました。消費者の
変化に負けないように５年ごとに
SCをリニューアル。お客さまを第
一に、常に変わり続け成長し続け

旭日双光章【産業振興功労】

るSCを目指し運営してきました。受章について｢無我夢
中だった。みんなに支えられ、お世話になって今がある。
みんなを代表して頂戴します｣と地域に感謝していました。

秋の叙勲･褒章

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章【警察功労】

谷
や ち だ て

地舘 照
てるおき

起 さん (孫屋敷・71歳)

瑞宝単光章【警察功労】

千葉 政
ま さ し

志 さん (相去町・72歳)
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地
域
貢
献
活
動
企
業
褒
賞

市
は
、
北
上
市
協
働
推
進
市
民
会
議
と
協
働
で
、
市
内
企
業
の
地
域
貢
献
活
動
を
市
民
に
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
特
に
優
れ
た
活
動
に
功
績
賞
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
活
動
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

企
業
が
行
う 

地
域
貢
献
活
動 

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

北上市地域貢献活動認
証マーク

★
地
域
貢
献
活
動
と
は
？

　
地
域
社
会
の
活
性
化
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
た

企
業
の
活
動
を
い
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
活
動

の
情
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は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
広
報
き
た
か
み
で
お
知
ら
せ
す

る
ほ
か
、
特
に
優
れ
た
活
動
に
は

功
績
賞
を
贈
り
ま
す
。
ま
た
、
本
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度
か
ら｢

新
し
い
視
点
に
基
づ

い
た
取
り
組
み｣

の
う
ち
、
北
上

市
と
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民
会
議
が
認
め
た
も
の
に

は
、
審
査
員
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別
賞
を
贈
り
ま
す
。

　
功
績
賞
を
受
賞
し
た
企
業
は
、

地
域
貢
献
企
業
の
証
と
し
て｢

北

上
市
地
域
貢
献
活
動
認
証
企
業

マ
ー
ク｣

を
２
年
間
使
用
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

※
功
績
賞
ま
た
は
審
査
員
特
別
賞

の
対
象
と
な
る
に
は
、
活
動
企
業

の｢

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
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の
提
出

が
必
要
で
す
。
ま
た
、｢

功
績
賞｣

受
賞
の
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を
受
賞
時
か
ら
５
年

継
続
し
て
い
る
場
合
は
、
功
績
継

続
賞
を
贈
り
ま
す
。

【株式会社ジャパンセミコンダクター】
障がい者福祉施設による社内販売会の受け入れ

地
域
貢
献
活
動
の
例

★
自
治
会
な
ど
と
共
に
取
り
組

む
地
域
の
環
境
美
化
活
動

★
地
域
の
祭
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へ
の
参
加
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道
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沿
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植
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★
除
雪
ボ
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小
学
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科
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入
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★
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活
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※
Ｃ
Ｓ
Ｖ
…
社
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や
地
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の
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を
自
社
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持
っ
て
解
決
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へ
つ
な
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０
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★
情
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を
お
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せ
く
だ
さ
い

　
次
の
①
～
③
を
満
た
す
活
動
の

情
報
を
募
集
し
ま
す
。

①
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
企
業

(

公
益
法
人
や
個
人
事
業
主
を
含

む)

が
行
っ
た
活
動

②
市
内
で
行
っ
た
活
動(

規
模
の

大
小
は
問
い
ま
せ
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③
30
年
１
月
～
12
月
に
行
っ
た
活

動▼
応
募
方
法
…
31
年
１
月
７
日

(

月)

ま
で
に
専
用
用
紙(

市
民
用
・

企
業
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に
記
入
し
地
域
づ
く
り

課
へ
。
募
集
案
内
や
専
用
用
紙
は

３
庁
舎
の
１
階
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民
ロ
ビ
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、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

い
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、
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の
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ー
ム
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ー
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ッ
プ
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で
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ン
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す
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【株式会社アイエムアイ】
高齢者福祉施設の清掃ボランティア活動

【トヨタ紡織東北株式会社】
いわて北上マラソン大会の運営支援

昨年度の功績賞受賞活動


